
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
中空体前壁２の上端部及び頂壁３の前端部を連続に開口すると共に、中空体周壁の壁内部
に湾曲通路７を形成し、該湾曲通路後部の外壁部分に操作用窓孔１０を形成した容器本体
Ａと、
上記開口部４近傍の左右両壁部分に、該開口部を開放自在に閉塞すると共に、蓋上面部分
を錠剤収容凹面１８に形成した回動蓋１３を回動自在に保持させると共に、該回動蓋から
突出した弾性材１６を、上記湾曲通路７内へ摺動自在に挿入させ、上記操作用窓孔１０に
位置する弾性材１６先端部を操作端に形成した操作用部材Ｂとを有する、
ことを特徴とする錠剤収納容器。
【請求項２】
少なくとも上部横断面を長方形状とする中空体であって、該中空体前壁２の上端部及び頂
壁３の前端部を連続に開口すると共に、前壁２部分と底壁５部分と後壁６部分との各内方
に左右方向からみてＵ字形状の湾曲通路７を内外二重壁で形成し、又上記湾曲通路７後部
の外壁部分を縦長に開孔して操作用窓孔１０を形成した容器本体Ａと、
上記開口部４下部内方の左右両壁部分に回動蓋１３下部を枢支させると共に、該回動蓋の
下面後端縁から肉薄ヒンジ１５を介して突出した弾性帯板１６を、上記湾曲通路７内へ摺
動自在に嵌合させ、上記操作用窓孔１０の上部内に位置する弾性帯板１６先端部の後面に
操作釦１７を付設した操作用部材Ｂとからなり、
上記回動蓋１３の上面前端部と肉薄ヒンジ１５との間の回動蓋上面部分を、錠剤の少なく
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とも過半部が嵌合可能な凹面に形成し、
該凹面内への錠剤嵌合状態から操作釦１７を下限まで押下げることで肉薄ヒンジ１５を介
して弾性帯板１６が回動蓋１３の下面後端部を押上げて上面後端部を開口部４の上端縁へ
近接させると共に、上記凹面内に嵌合された錠剤を、容器外方への取出しが可能な位置ま
で移送可能に形成した、
ことを特徴とする錠剤収納容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は錠剤を収納する錠剤収納容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
錠剤収納容器から錠剤を取り出す場合、一般に蓋を開く動作と容器を傾倒させて錠剤を取
り出す動作とが必要になるが、一個の錠剤のみを取り出す場合にはさらに上記動作に加え
て取り出された錠剤の数を確認し、多い場合には錠剤を小孔の取出口から容器体内へ戻す
動作が必要になる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記のような錠剤収納容器では、一個の錠剤のみを取り出す場合には、上記の如く、取り
出された錠剤の数を確認し、余剰分は容器体内へ戻す動作が必要になるため錠剤取出しが
面倒であった。
【０００４】
請求項１及び２記載の錠剤収納容器は、開口部を開閉自在な回動蓋に錠剤収容機能を付与
することで、回動蓋の開動作により所定数の錠剤を取り出し可能とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
第１の手段として、中空体前壁２の上端部及び頂壁３の前端部を連続に開口すると共に、
中空体周壁の壁内部に湾曲通路７を形成し、該湾曲通路後部の外壁部分に操作用窓孔１０
を形成した容器本体Ａと、
上記開口部４近傍の左右両壁部分に、該開口部を開放自在に閉塞すると共に、蓋上面部分
を錠剤収容凹面１８に形成した回動蓋１３を回動自在に保持させると共に、該回動蓋から
突出した弾性材１６を、上記湾曲通路７内へ摺動自在に挿入させ、上記操作用窓孔１０に
位置する弾性材１６先端部を操作端に形成した操作用部材Ｂとを有する。
【０００６】
第２の手段として、少なくとも上部横断面を長方形状とする中空体であって、該中空体前
壁２の上端部及び頂壁３の前端部を連続に開口すると共に、前壁２部分と底壁５部分と後
壁６部分との各内方に左右方向からみてＵ字形状の湾曲通路７を内外二重壁で形成し、又
上記湾曲通路７後部の外壁部分を縦長に開孔して操作用窓孔１０を形成した容器本体Ａと
、
上記開口部４下部内方の左右両壁部分に回動蓋１３下部を枢支させると共に、該回動蓋の
下面後端縁から肉薄ヒンジ１５を介して突出した弾性帯板１６を、上記湾曲通路７内へ摺
動自在に嵌合させ、上記操作用窓孔１０の上部内に位置する弾性帯板１６先端部の後面に
操作釦１７を付設した操作用部材Ｂとからなり、
上記回動蓋１３の上面前端部と肉薄ヒンジ１５との間の回動蓋上面部分を、錠剤の少なく
とも過半部が嵌合可能な凹面に形成し、
該凹面内への錠剤嵌合状態から操作釦１７を下限まで押下げることで肉薄ヒンジ１５を介
して弾性帯板１６が回動蓋１３の下面後端部を押上げて上面後端部を開口部４の上端縁へ
近接させると共に、上記凹面内に嵌合された錠剤を、容器外方への取出しが可能な位置ま
で移送可能に形成した。
【０００６】
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【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面を参照しながら説明する。
図１において、Ａは容器本体で、横断面が長方形状の中空体の前壁２の上端部と頂壁３の
前端部とを連続に開口して開口部４を形成する。前壁２部分と底壁５部分と後壁６部分と
の各内方に左右方向からみてＵ字形状の湾曲通路７を内外二重壁で形成する。
【０００７】
該湾曲通路は前壁２上端部において後方へ湾曲して後方湾曲通路部８を形成し、該後方湾
曲通路部の上端部は開口部４よりも後方に位置すると共に、該後方湾曲通路部の上端は開
口部４下縁よりも上方に位置し、また後方湾曲通路部８の外壁上端は前方へ延出して下方
湾曲の延出壁９を形成する。
【０００８】
一方、後壁６上部における湾曲通路７の外壁部分を縦長に開孔して操作用窓孔１０を形成
する。
さらに中空体の左右側壁上部内面を肉厚にして肉厚部１１を形成することにより図２に示
すように左右側壁間の間隔を小さくして錠剤１２が重ならないようにする。
【０００９】
Ｂは操作用部材で、開口部４下部内方の左右両側壁部分に縦断面外形形状がＵ字状の回動
蓋１３下部を回動軸１４を介して軸着させて該回動蓋１３下面を延出壁９前部上面へ近接
させる。回動蓋１３の下面後端縁から肉薄ヒンジ１５を介して突出した可撓性を有する弾
性帯板１６を湾曲通路７内へ摺動自在に嵌合させ、かつ操作用窓孔１０の上部内に位置す
る弾性帯板１６先端部の後面に操作釦１７を付設する。
【００１０】
そして回動蓋３の上面前端部と肉薄ヒンジ１５との間の回動蓋上面部分を、錠剤１２の少
なくとも過半部が嵌合可能な凹面部１８に形成する。
なお、後方湾曲通路部８の曲率は該後方湾曲通路部から突出する弾性帯板１６の軌跡が肉
薄ヒンジ１５の軌跡とほぼ相等しくなるように定める。
【００１１】
次に本実施形態の作用について説明する。
容器から錠剤を取り出すには、まず容器体体を前方へ傾倒させて倒立状態にすればよく、
すると容器本体底部の錠剤は容器本体上部へ移動するが、容器本体上部の左右両側壁間は
狭くなっているので錠剤１２が重なり合うことがない。そして容器本体上部へ移動した錠
剤はさらに容器本体頂壁３と後方湾曲通路部８上端との間隙を通過する。この間隙は錠剤
一個分を通す寸法であるためこの間隙で錠剤が詰まることがない。間隙通過後、錠剤の下
半部が回動蓋１３の凹面部１８内に嵌合される。
【００１２】
容器本体傾倒後、操作釦１７を操作用窓孔１０の下限まで押し下げればよく、すると図２
に示すように肉薄ヒンジ１５を介して弾性帯板１６が回動蓋１３を反時計方向へ回動させ
て回動蓋上面後端部を開口部４の上端縁へ近接させる。この回転蓋上面後端部と開口部４
上端縁との間隔は錠剤の直径よりも小であるため、この間隔から錠剤が容器外へ出ること
がなく、一方、回動蓋上面前端部と開口部上端縁との間隔は錠剤の直径よりも大であるか
ら回動蓋１３の凹面部１８内の錠剤は容器外へ落下可能である。
【００１３】
錠剤取り出し後は、操作釦１７を操作用窓孔１０の上限まで押し上げればよく、すると回
動蓋１３は時計方向へ回動し、回動蓋上面後端部が開口部４上端縁に当接すると共に、肉
薄ヒンジ５は後方湾曲通路部８外壁上端の上方直近に位置する。
【００１４】
【発明の効果】
請求項１及び２記載の錠剤収納容器は、開口部４近傍の左右両壁部分に、該開口部を開放
自在に閉塞すると共に、蓋上面部分を錠剤収容凹面１８に形成した回動蓋１３を回動自在
に保持させると共に、該回動蓋から突出した弾性材１６を、湾曲通路７内へ摺動自在に挿
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入させ、操作用窓孔１０に位置する弾性材先端部を操作端１７に形成したので、回動蓋の
開動作により所定数の錠剤が取り出し可能であり、従って錠剤の数を確認する必要がない
ばかりか、余剰の錠剤が取り出されることがなく、このため余剰分を容器本体内へ戻すと
いった煩わしさからも解放されることになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る錠剤収納容器の縦断面図。
【図２】同じく、図１のＡ－Ａ線に沿う断面図。
【図３】同じく、錠剤取出し動作説明図。
【符号の説明】
２　前壁
３　頂壁
４　開口部
５　底壁
６　後壁
７　湾曲通路
１０　操作用窓孔
１２　錠剤
１３　回動蓋
１５　肉薄ヒンジ
１６　弾性帯板
１７　操作釦
Ａ　容器本体
Ｂ　操作用部材
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【 図 ３ 】
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